
赤碕線の路線再編に関する意見について

鳥取県中部地域公共交通協議会では、「鳥取県中部地域公共交通網形成計画」に基づいて、平成 30年

度には鳥取県中部地域内のバス路線の具体的な再編計画を検討しました。この度、赤碕線の再編内容に

ついて利用者の方からご意見を伺うため、以下により意見募集を実施しました。

■周知方法：赤碕線バス車内へのチラシ設置

■募集期間：令和元年 5月 1日（水）～令和元年 5月 22日（水）

■問合せ先：鳥取県中部地域公共交通協議会事務局（倉吉市企画課）

■募集結果：以下のとおり

№ 意見 対応方針

１ これまで以上に不便になる。 ご意見ありがとうございます。

赤碕線は琴浦町・北栄町と倉吉市を結ぶ広域移

動の重要な路線となっていますが、距離が長く運

行便数も多いことから費用がかかり欠損額が大

きくなっている状況です。赤碕線の利用状況によ

ると、倉吉市内のみで乗降する利用者の割合が４

割近くあり、広域移動のための利用は６割程度に

とどまっていることから、広域利用の少ない便に

ついて見直しを行うというものです。

日頃より赤碕線をご利用のお客様には、運行回

数が減ることによりご不便をおかけいたします

が、前後の便へ移っていただくなどご協力をお願

いいたします。広域移動の重要な路線である本路

線を今後も確保・維持していくために、この度の

見直しについてご理解いただければ幸いです。

２ 琴浦海岸線と赤碕線の接続について

・琴浦海岸線バスでポート赤碕（道の駅）の

ほうに買い物によく行くが、帰りの西行き

のバスは１時間待つことになる。

・倉吉～赤碕線で「ポート赤碕停留所」がで

きれば長く待つことがなくなり、便利にな

る。

・待ち時間のことを考えるとアプトの方に行

ってしまう。

ご意見ありがとうございます。

現在、琴浦町内では赤碕線（日ノ丸自動車）と

琴浦海岸線（琴浦町営バス）が並行して走ってい

ますが、この２つの路線を合わせた具体的な見直

しの検討はできておりませんでした。

今回具体的にいただいた「買い物目的」という

側面からのアプローチで２つの路線の接続する

ことについて、調整を図り、検討してまいりたい

と考えております。
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３ 減便対象の下り 16：25倉吉駅発（逢束西口

17：10）を普段から利用しているため、なく

なると困る。

・新ダイヤ案の下り 16：55倉吉駅発（逢束

西口 17：40）だと遅く、17：20頃が希望。

・バス停に屋根がなく雨の日など長時間は待

てない。

・駅までは距離があるため、今後もバスを利

用したい。

・自分以外にもよく利用している乗客が２人

がいる。

ご意見ありがとうございます。

赤碕線は琴浦町・北栄町と倉吉市を結ぶ広域移

動の重要な路線となっていますが、距離が長く運

行便数も多いことから費用がかかり欠損額が大

きくなっている状況です。赤碕線の利用状況によ

ると、倉吉市内のみで乗降する利用者の割合が４

割近くあり、広域移動のための利用は６割程度に

とどまっていることから、広域利用の少ない便に

ついて見直しを行うというものです。

日頃より赤碕線をご利用のお客様にはご不便

をおかけいたしますが、前後の便へ移っていただ

くなどご協力をお願いいたします。広域移動の重

要な路線である本路線を今後も確保・維持してい

くために、この度の見直しについてご理解いただ

ければ幸いです。

また、引き続き、利用実態に合わせたダイヤの

見直しや待合環境整備についても検討してまい

りたいと思います。

４ 「青山剛昌ふるさと館」を経由することで時

間的に不便になる。

ご意見ありがとうございます。

赤碕線は琴浦町・北栄町と倉吉市を結ぶ広域移

動の重要な路線となっていますが、距離が長く運

行便数も多いことから費用がかかり欠損額が大

きくなっている状況です。

路線再編のマスタープランである「鳥取県中部

地域公共交通網形成計画」では、まちづくり、生

活交通や観光二次交通に対応したより利便性の

高い持続可能な公共交通を目指しています。そこ

で、観光移動の利便性向上を図るため、外国人観

光客に人気の高い「青山剛昌ふるさと館」の入込

ピークの時間帯（11時、14時台）を中心に上下各

２便を経由することで、観光客の利用を見込んで

いるというものです。

日頃より赤碕線をご利用のお客様には時間的

な部分でご不便をおかけいたしますが、広域移動

の重要な路線である本路線を今後も確保・維持し

ていくために、この度の見直しについてご理解い

ただければ幸いです。


